2010年11月20日
卒論ゼミ（7回目）
Hitoshi　Tsurumi
●今回のテーマ
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○融資債権の証券化









○解決策

日本における望ましい間接金融と直接金融のバランスとは？





間接金融





銀行融資
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ハイイールド市場
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（リレーションシップバンキング）





（ストラクチャードファイナンス）





いかに、最適なリスク分散を実現するか？





中小零細企業はリレーションシップバンキングが望ましい。





【証券化/流動化】


狙うべきは中堅企業


東京都案件（CLO）以外にも民間による流動化も行われた。





前提として“担保主義”から“キャッシュフロー”重視へ





徐々に伸びているのか・・・？？





※配布の参考資料を参照





そもそも・・・





銀行は貸出先がなく国債等への投資を行っている。


　　→やはりリスク移転需要がない。（ローンの売買も同様）


利ざやの大きな中小零細企業向け貸し出しに銀行は注力すべき


→むしろ中小零細企業が銀行からの借り入れが困難になっている。


担保重視、完済まで銀行が面倒を見るという慣習が強い。


→キャッシュフロー重視へと転換しつつある。





銀行に資金が偏重しすぎていることが原因？





“貯蓄から投資へ”or“日本型のシステム構想？”





銀行融資にもれる部分をカバーすることがクレジット市場の役割。





むしろ中小零細企業でのクレジット市場活用！？





カバードボンドによる流動化・・・しかし、銀行ではオフバランスかが実現されない。


（欧州では主流）





カバードボンドと米国型証券化の中間的性質は実現できないのか？





銀行に担保設定を求め、その範囲内でのみ投資家が銀行に請求できるような（カバードボンドの機能を制限した形）で米国型の証券化を行う？？








